
読
ん
で
納
得

読
ん
で
納
得
！
松
山
分
水

松
山
分
水

読
ん
で
納
得

読
ん
で
納
得
！
松
山
分
水

松
山
分
水

読
ん
で
納
得
！
松
山
分
水

Ａ
１　

本
市
で
は
、
新
た
な
水
源

を
確
保
す
る
た
め
、
下
水
処
理
水

の
再
利
用
や
石
手
川
ダ
ム
の
か
さ

上
げ
、
面
河
ダ
ム
用
水
か
ら
の
転

用
な
ど
、
19
の
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
、
安
定
性
や
費
用
の
面
か

ら
、
１
日
最
大
４
万
８
０
０
０
立

方
㍍
を
確
保
で
き
る
「
黒
瀬
ダ
ム

か
ら
の
分
水
」
と
「
海
水
淡
水

化
」
の
２
つ
の
案
に
絞
り
込
み
ま

し
た
。

　

海
水
淡
水
化
は
、
季
節
や
天
候

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
年
間

を
通
し
て
安
定
的
に
水
の
利
用
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
設
備
の
電
気

代
が
高
額
に
な
る
こ
と
や
耐
用
年

数
が
短
い
こ
と
か
ら
、
黒
瀬
ダ
ム

か
ら
の
分
水
に
比
べ
、
費
用
が
高

く
な
り
ま
す
。
水
道
料
金
に
与
え

る
影
響
で
は
、
黒
瀬
ダ
ム
か
ら
の

分
水
が
約
10
〜
15
㌫
の
上
昇
に
対

し
て
、
海
水
淡
水
化
で
は
、
約
40

㌫
の
上
昇
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
費
用
の
少
な
い
黒
瀬
ダ

ム
か
ら
の
分
水
を
最
優
先
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
２　

県
の
資
料
に
よ
る
と
、
平

成
22
年
３
月
に
、
西
条
地
区
工
業

用
水
道
の
１
日
計
画
給
水
量
が
約

22
万
９
０
０
０
立
方
㍍
か
ら
約
８

万
７
０
０
０
立
方
㍍
に
減
っ
た
た

め
、
黒
瀬
ダ
ム
に
は
現
在
、
約
14

万
２
０
０
０
立
方
㍍
の
水
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
４
万

８
０
０
０
立
方
㍍
を
分
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

Ａ
３　

減
圧
給
水
や
プ
ー
ル
の
使

用
制
限
と
い
っ
た
措
置
で
、
市
民

生
活
に
影
響
や
混
乱
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
水
を
安
定

的
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
１
日

最
大
給
水
量
18
万
８
６
０
０
立
方

㍍
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
ち
本
市

で
賄
え
る
の
は
、
１
日
最
大
供
給

量
14
万
７
０
０
立
方
㍍
で
、
そ
の

差
約
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍
が
必

要
で
す
。

Ａ
４　

分
け
て
い
た
だ
く
水
の
量

は
、
１
日
最
大
４
万
８
０
０
０
立

方
㍍
の
範
囲
内
で
、
石
手
川
ダ

ム
、
地
下
水
、
そ
し
て
黒
瀬
ダ
ム

の
状
況
や
天
候
の
見
込
み
な
ど
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
変
わ

り
ま
す
。

Ａ
５　

本
市
の
平
成
21
年
度
の
一

般
家
庭
（
引
き
込
み
口
径
13
㍉
）

に
お
け
る
、
１
カ
月
の
平
均
水
道

使
用
量
は
14
〜
15
立
方
㍍
で
、
水

道
料
金
は
１
７
２
０
〜
１
８
７
５

円
で
す
。
水
道
料
金
が
10
〜
15
㌫

程
度
上
が
る
こ
と
か
ら
、
１
カ
月

の
水
道
料
金
を
１
８
７
５
円
と
す

る
と
、
15
㌫
上
昇
で
２
１
６
０
円

と
な
り
、
１
カ
月
で
２
８
５
円
上

が
り
ま
す
。
た
だ
し
下
水
道
料
金

へ
影
響
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
６　

ダ
ム
に
は
、
水
利
用
の
ほ

か
に
、
洪
水
を
防
ぐ
目
的
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
つ
大
雨
が

降
っ
て
も
い
い
よ
う
に
容
量
を
空

け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
ダ
ム
を
か
さ
上
げ
し
て
容
量
を

増
や
す
工
事
も
、
地
質
条
件
な
ど

か
ら
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
７　

松
山
市
の
地
下
水
に
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

石
手
川
ダ
ム
建
設
後
、
新
た
な

水
源
と
し
て
重
信
川
沿
い
に
井
戸

を
開
発
し
、
高た

か
い
じ
ん
で
ん

井
神
田
浄
水
場
や

か
き
つ
ば
た
浄
水
場
を
建
設
。
そ

の
結
果
、
地
下
水
に
大
き
く
依
存

す
る
こ
と
と
な
り
、
２
カ
月
も
少

雨
が
続
く
と
地
下
水
位
が
大
き
く

低
下
し
、
昨
年
、
森
松
地
区
の
団

地
で
断
水
が
発
生
し
た
よ
う
に
、

周
辺
の
自
家
用
井
戸
で
も
取
水
で

き
な
い
所
が
で
ま
し
た
。
平
成
16

年
度
に
実
施
し
た
県
の
重
信
川
水

系
に
お
け
る
水
資
源
調
査
や
愛
媛

大
学
の
調
査
に
お
い
て
も
同
様
の

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
重
信
川
水
系
、
特

に
松
山
市
が
位
置
す
る
中
流
域
に

お
い
て
、
こ
れ
以
上
の
地
下
水
の

開
発
は
困
難
で
す
。

Ａ
８　

面
河
ダ
ム
に
、
分
け
て
い

た
だ
け
る
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

面
河
ダ
ム
を
水
源
と
し
て
い
る

工
業
用
水
は
、
計
画
給
水
量
の
日

量
10
万
６
０
０
０
立
方
㍍
の
水
を

全
て
使
っ
て
い
て
、
毎
年
ほ
ぼ
契

約
量
に
近
い
水
が
使
用
者
に
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
業
用
水

も
、
５
年
に
１
回
は
使
い
切
っ
て

い
て
、
水
の
利
用
が
６
月
６
日
か

ら
10
月
５
日
の
か
ん
が
い
期
に
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
年
間
を
通
し

て
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
現
時
点
で
は
本
市
の
上
水

道
に
使
え
る
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
９　

上
水
道
へ
の
統
合
は
、
生

活
環
境
の
改
善
や
公
衆
衛
生
の
確

保
だ
け
で
な
く
、
地
震
な
ど
災
害

へ
の
備
え
を
強
化
す
る
も
の
で

す
。
市
民
に
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
統
合
は
、

行
政
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
久
谷
地
区
な
ど
未
給
水
区

域
の
住
民
か
ら
も
、
上
水
道
へ
の

統
合
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
１　

ど
う
し
て
黒
瀬
ダ
ム

か
ら
の
分
水
を
最
優
先
に
し

て
い
る
の
？

Ｑ
４　

毎
日
、
４
万
８
０
０
０

立
方
㍍
の
水
を
分
水
す
る
の
？

Ｑ
７　

も
っ
と
た
く
さ
ん
井

戸
を
掘
っ
て
地
下
水
を
確
保

で
き
な
い
の
？

Ｑ
２　

黒
瀬
ダ
ム
に
は
分
け

て
も
ら
え
る
水
が
あ
る
の
？

Ｑ
３　

４
万
８
０
０
０
立
方

㍍
も
必
要
な
の
？

Ｑ
５　

分
水
す
る
と
水
道
料

金
は
上
が
る
の
？

Ｑ
8　

面
河
ダ
ム
か
ら
の
分

水
は
で
き
な
い
の
？

Ｑ
9　

ど
う
し
て
簡
易
水
道

地
区
の
統
合
を
す
る
の
？

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
資
源
担
当
部
長
付
☎
948
６
８
７
６
・

934
１

８
８
６
へ

Ｑ
６　

ダ
ム
に
も
っ
と
水
を

た
め
ら
れ
な
い
の
？

洪水調節部分

ダムかさ上げ
新規水源
確保部分

既
設
ダ
ム

1,875円
2,160円

分
水
後
の
料
金

現
在
の
料
金

1カ月当たり
285円の差

黒瀬ダムからの
分水 海水淡水化

１日最大
給水量 48,000㎥ 48,000㎥

概算事業費  350 ～ 420 億円 350 ～ 400 億円

設備の
耐用年数

58 年
（導水トンネルな
どの耐用年数）

16 年
（電気・機械設備
などの耐用年数）

総合評価 ○ △

■「分水」と「海水淡水化」の費用比較

■松山市の求める新規水源開発量

　海水淡水化は電気代などの運転費用が高いた
め、黒瀬ダムからの分水の方が水をつくる費用
が安くなります。

　平成27年度に平成14年の渇水レベルに対応す
るためには1日当たり48,000㎥の水源開発が必要
です。

項　目 内　　容 備　　考 

目標年次 平成27年度 －－－－－－－

地区内人口 520,700人

松山市域全体
524,100人のうち、
中島地区3,400人
を除く 

地区内給水人口 518,300人 普及率　99.5%

水
需
要
量

１人１日平均給水量 310ℓ －－－－－－－

１日平均給水量 160,300㎥ －－－－－－－

１日最大給水量 188,600㎥ 負荷率　85％

供
給
可
能
量 

１日最大供給量 140,700㎥
渇水基準年：平成
14年

内
訳 

松山
地区 

ダム 59,000㎥ －－－－－－－

地下水 73,700㎥ －－－－－－－

北条地区 8,000㎥ 地下水＋表流水 

松山市の求める
新規水源開発量

1日当たり
48,000㎥

188,600－140,700 
＝47,900 
≒48,000 

※ 1 人 1日平均給水量 310ℓには、デパートや工場などで使
用する水量が含まれています
※１日最大給水量＝１人１日平均給水量×地区内給水人口÷
負荷率（負荷率の数値が小さいほど、水道事業の安全度が高
まります）
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N

立岩川

鹿島
野忽那島

睦月島
中島

津和地島 怒和島

二神島

興居島

釣島

海底送水管

松山観光港松山観光港

重信川

松山空港松山空港

松山城松山城
道後温泉道後温泉

石手川石手川

②高井神田浄水場

④かきつばた浄水場

⑤竹原浄水場

③垣生浄水場
①市之井手浄水場

石手川ダム

⑥院内浄水場
北条送水ポンプ場

① 石手川ダムから流された水を取り入れて、松山
市で使う水道水の約半分をつくり、主に市の中
心部へ送っています。

② 周りにある12カ所の井戸から地下水を集めて、水
道水をつくり、市の南部・東部へ送っています。

③ 重信川の下を流れている地下水を集水管で集め
て、水道水をつくり、市の西部に送っています。

④ 周りにある12カ所の井戸から地下水を集めて処
理し、竹原浄水場を通って、市の北部へ送って
います。

⑤ かきつばた浄水場から送られてきた水を受け
て、市の北部へ送っています。

⑥ 浄水場に隣接した新池（ため池）から水を取り入
れ水道水をつくり、北条地区へ送っています。

水水水 

は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
な
？

上水道地区
簡易水道地区


